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  令和５年 第 19 回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 令和５年 10 月 16 日 月曜日  16 時 00 分 ～ 16 時 55 分 

帯広市教育委員会会議を市役所 10 階第５Ｂ会議室に招集する。 

 

２．本日の出席者 

教 育 長       広  瀬  容  孝  

教 育 委 員       田  中  厚  一  

教 育 委 員       栁  川    久  

教 育 委 員       佐々木  しゅり  

教 育 委 員       藤  澤  郁  美  

 

 

３．本日の議事日程  

 

日程第 1  会議録署名委員の指名について 

日程第 2  議案第 35号  令和６年度帯広市立高等学校の入学者募集について 

日程第 3  議案第 36号  帯広市図書館条例施行規則の一部改正について 

日程第 4  その他（1）  令和５年度教育懇談会の開催について 

  その他（2）  今後の事業予定について 

    その他 

日程第 5  議案第 37号  令和５年度帯広市市民文芸賞及び市民文芸準賞の決

定について【非公開】 

日程第 6  その他（3）  令和５年度全国学力・学習状況調査の結果(速報)に

ついて【非公開】 
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広瀬教育長   ただ今から、令和５年第 19 回帯広市教育委員会会議を開会いた

します。 

  出席委員は全員であります。 

  会議は成立しております。 

  ここで諸般の報告をいたします。 

        （加藤企画総務課長 報告） 

広瀬教育長  日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は田中委員及び藤澤委員を指名を行います。 

  日程第２、議案第 35 号、令和６年度帯広市立高等学校の入学者募

集についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

服部 部長  議案第 35 号、令和６年度帯広市立高等学校の入学者募集につきま

して、ご説明申し上げます。議案書 1 ページをご覧ください。本案

は、令和６年度帯広市立高等学校の入学者選抜につきまして、募集

内容を定め、告示しようとするものであります。募集人員は 200 名、

このうち推薦による入学者は全体の 50％の 100名を予定しています。

出願書類の受付期日は、一般入試・推薦入試ともに、令和６年 1 月

19 日金曜日午前９時から令和６年 1 月 24 日水曜日正午までとし、

提出先は帯広南商業高等学校でございます。よろしくご審議賜りま

すようお願い申し上げます。 

広瀬教育長  これから質疑に入ります。スケジュールについても事務局より説

明をお願いします。 

山名事務長  スケジュールになりますが、推薦入試の面接につきましては令和

６年２月 13 日、また一般入試の学力検査につきましては令和６年３

月５日にそれぞれ帯広南商業高等学校を会場に実施いたします。そ

の他、出願者が学校保健安全法第 19 条により、出席停止の扱いが定

められた場合、感染症により検査を受けられなかった場合につきま

しては追検査といたしまして、３月 13 日に帯広南商業高等学校を会

場に実施いたします。合格者の発表につきましては令和６年３月 18

日午前 10 時から合格者の番号をホームページに掲載するとともに

本人に通知するものであります。以上です。 

広瀬教育長  他に、委員の皆様から何かございますか。 

  別になければ、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  議案第 35 号、令和６年度帯広市立高等学校の入学者募集について

は、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

広瀬教育長    ご異議なしと認め、議案第 35 号は決定されました。 

  日程第３、議案 36 号、帯広市図書館条例施行規則の一部改正につ

いてを議題といたします。 
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  直ちに説明を求めます。 

井上 部長   議案第 36 号、帯広市図書館条例施行規則の一部改正についてご説

明いたします。議案書３ページをご覧ください。本案は、帯広市図

書館の利用者カードにつきまして、登録情報を適切に管理すること

を目的として、新たに登録日から３年の有効期限を設けるほか、所

要の整理をするため、帯広市図書館条例施行規則の一部を改正しよ

うとするものであります。既に利用者カードを所有する現在の利用

者及びこれから 11 月 19 日までに登録される方につきましては、令

和６年８月１日以降、最初の誕生日までを有効期限とし、その２か

月前から更新を可能とするものであります。説明は以上であります。 

広瀬教育長  これから質疑に入ります。 

佐々木委員  令和６年８月１日以降に到来したそれぞれの誕生日から３年が経

過したら期限が来るということでしょうか。分からなかったのでも

う一度お願いします。 

永田 館長  今年の 11 月末に図書館のシステムの更新がございまして、それ以

降の話になるのですが、今おっしゃられたとおりになります。例え

ば、本日 10 月 16 日が誕生日で今現在カードを持たれている方は来

年の 10 月 16 日の２か月前、８月 16 日以降に更新の手続きができる

ということになります。その２か月の間の更新をした日から３年間

の有効期限が設定されるものです。以上です。 

佐々木委員  そこから３年おきに更新日が来ると思いますが、利用者はおそら

く３年たつと忘れてしまうのではないかと思います。例えば、貸出

機でカードを使用した時にアラームが表示されたり、カードに有効

期限が印字されたりするなど、なにか対策はされているのでしょう

か。 

永田 館長  更新の期限の確認ですが、システム更新後はホームページでも確

認できますし、本を借りた場合に貸し出しレシートが出るのですが、

そちらに有効期限が印字されるようになっております。 

佐々木委員  ありがとうございます 

栁川 委員  期限が切れているのを忘れて、本を借りようと思った日に期限が

切れていた場合は当日の更新はできるのでしょうか。 

永田 館長  現在と同様の扱いになりますが、運転免許証やマイナンバーカー

ドで本人確認をし、あらたにカードを作る形で更新できます。以上

です。 

田中 委員  更新後、古いカードは回収されて使えなくなるのでしょうか。 

永田 館長  使えませんが、回収しますかどうしますか、といった確認をカウ

ンターでさせていただきます。古いカードは使えませんが利用者が

持ち帰ることは可能です。 

広瀬教育長  他になければ、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 
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  議案第 36 号、帯広市図書館条例施行規則の一部改正については、

原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

広瀬教育長  ご異議なしと認め、議案第 36 号は決定されました。 

  その他（１）令和５年度教育懇談会の開催についてを議題といた

します。 

  直ちに説明を求めます。 

服部 部長  令和５年度教育懇談会の開催について、ご説明いたします。議案

書 13 ページをご覧ください。今年度の教育懇談会は、11 月 19 日日

曜日と、11 月 20 日月曜日に開催いたします。開催時間は、いずれ

も１時間 30 分程度を予定しており、日程、会場の詳細につきまして

は、２（２）の表に記載のとおりです。当日の進め方でございます

が、司会者が当日の簡単な流れを説明した後、出席の各委員から、

簡単な自己紹介をいただきます。その後、２部構成で 懇談や意見

交換を行うこととしてございます。第１部では、「令和の教室」と「開

園 60 周年！動物園にばん馬がやってきた！」の２つをテーマに、タ

ブレット端末を使って授業が行われる現代の教育風景や、仮想空間

を利用した不登校の子どもたちのための教室、今年度開園 60 周年を

迎えたおびひろ動物園の取り組みについてお話します。また、第２

部では、テーマは特に設けず、学校教育から生涯学習まで教育全般

に関する様々な意見交換を行うこととしてございます。開催周知に

つきましては、10 月下旬に配布されます広報 11 月号に掲載するほ

か、チラシ配布や市のホームページの周知を行う予定でございます。

なお、案内チラシは、学校を通じて全保護者に配布するほか、市内

の全町内会や社会教育施設等へ配布することとしております。説明

は以上でございます。 

広瀬教育長  これから質疑に入ります。 

藤澤 委員  以前は４会場だったと思います。コロナ禍などにより集まりが悪

かったということもあるかもしれませんが、２会場になった理由を

教えていただきたいと思います。 

加藤 課長  以前は各会場の参加者が少なかったということもございます。ま

た、コロナ禍におきまして、令和３年度、４年度、５年度はこうい

った形での開催は見送ってきました。今回再開するにあたって、ま

ずは２会場で実施するということになりました。 

広瀬教育長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

その他（２）今後の事業予定についてを議題といたします。 

         直ちに説明を求めます。 

村木 室長  学校教育部の 11 月の主な事業予定についてご報告いたします。議

案書は 15 ページであります。学校地域連携課では、第 36 回中学生

からのメッセージを 11 月 11 日に、また、おびひろキッズタウン 2023
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を 11 月 18 日に、それぞれとかちプラザにて実施します。次に、学

校教育課では、第 63 回帯広市小・中学校合同音楽祭が 11 月 12 日に

帯広市民文化ホールにて実施されます。最後に、学校教育指導課で

は、記載のとおり７校で、教育実践発表会が行われる予定です。学

校教育部からは以上です。 

河瀬 室長  続きまして、生涯学習部に関する主な事業予定につきまして説明

させていただきます。はじめに議案書 17 ページ、生涯学習文化課で

は、11 月３日の文化の日に帯広市文化賞及び文化活動功労賞表彰式

を開催するほか、市民大学講座５講座を、ご覧の日程で開催いたし

ます。次に、18 ページ、図書館では、11 月 18 日に第 63 回帯広市児

童生徒読書感想文コンクール表彰式を開催するほか、各種行事をご

覧の日程で予定しております。次に、19 ページからの児童会館では、

11 月４日に中学生科学研究発表会ほか各種行事をご覧のとおり開

催いたします。次に、22 ページ、百年記念館では、11 月 18 日に、

ものがたりの昆虫 10 と題し、博物館講座を開催するほか、冬の親子

陶芸教室の特別講座を開催いたします。次に、動物園では、11 月５

日が夏期開園最終日で、入園料が無料となります。最後に、スポー

ツ課では、11 月 10 日から 12 日まで、ワールドカップスピードスケ

ート競技大会が、明治北海道十勝オーバルを会場に開催されます。

生涯学習部に関する主な事業予定は、以上であります。 

広瀬教育長  これから質疑に入ります。 

  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  事務局から、その他説明事項はありますか。 

事 務 局    ございません。 

広瀬教育長    事務局からは、特にないようですが、各委員から他にご意見、ご

質問等があれば、お受けします。 

広瀬教育長    別になければ、ここで、会議の進め方についてお諮りいたします。 

  日程第５及び日程第６の案件については、帯広市教育委員会会議

規則第 16 条第１項第５号により非公開に、日程第７の案件について

は同項第２号により秘密会にしたいと存じます。 

         これにご異議ありませんか。 

各 委 員    異議なし。 

広瀬教育長    ご異議なしと認め、そのとおり取り扱いいたします。 

         これより会議を非公開といたします。 

    日程第５、議案第 37 号、令和５年度帯広市市民文芸賞及び市民

文芸準賞についてを議題といたします。 

         直ちに説明を求めます。 

井上 部長  議案第 37 号、令和５年度帯広市市民文芸賞及び市民文芸準賞の決

定についてご説明いたします。議案書は９ページです。本案は、令

和５年度帯広市市民文芸賞及び市民文芸準賞につきまして、帯広市
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市民文芸誌に関する規則第５条の規定に基づき、決定しようとする

ものです。今年度の作品募集では、99 名の方から 903 作品の応募が

あり、去る９月 23 日に、帯広市市民文芸誌編集委員会を開催したと

ころであります。その結果、市民文芸賞につきましては、瀬藤範子

さんの小説「夕茜」市民文芸準賞につきましては、内田万美さんの

川柳 20 句「春が来た」の２作品について、ご推薦いただいたところ

であります。なお、次のページに掲載の推薦のことばは編集委員会

選考担当よりいただいた原文として掲載しております。これらは、

数ある作品の中で特に高く評価できるものとして、市民文芸賞、市

民文芸準賞の候補としたものです。説明は以上であります。 

広瀬教育長  これから質疑に入ります。 

  別になければ、質疑を終結します。 

お諮りいたします。 

議案第 37 号、令和５年度帯広市市民文芸賞及び市民文芸準賞につ

いては、原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

各 委 員      異議なし。 

広瀬教育長  ご異議なしと認め、議案第 37 号は決定されました。 

井上 部長  ただいま議決いただきました市民文芸賞及び市民文芸準賞につき

ましては 10 月 17 日火曜日にプレスリリースを行いまして、12 月 23

日土曜日にとかちプラザ大集会室にて表彰式を実施する予定です。 

広瀬教育長  日程第６、その他（３）令和５年度全国学力・学習状況調査の決

定（速報）についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

黒島 参事  令和５年度全国学力・学習状況調査の決定につきまして、本日お

配りしましたお手元の資料を基に速報として報告をさせていただき

ます。令和５年度の本調査につきましては、全国一斉の悉皆調査と

して本年４月 18 日火曜日、市内小学校６年生 1247 名と市内中学校

３年生 1151 名が参加しております。中学校１校が調査対象学年在籍

なしのため、実施校数から除外されております。平成 29 年度より、

国が公表している都道府県の平均正答率につきましては、都道府県

の間で数値データによる単純な比較や序列化、過度な競争の助長を

避けるため、整数値での公表となっております。また、令和５年度

につきましては中学校において３年に一度実施される英語が含まれ

ております。細かい桁による微小な差異は学力面で実質的な違いを

示すものではないとする、国の考え方と同じスタンスではあります

が、本市におきましては、経年比較・分析をしながら学力向上方策

を推進するため独自の計算方法で小数値を算出しておりますので、

これまで同様に地域の公教育の説明責任を果たすために小数値で公

表したいと考えております。３ページをご覧ください。今年度の本

市の調査結果でありますが、平均正答率をもとに学力の状況を大き
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く見ますと、小学校では国語、算数ともに、全国の平均正答率を下

回り、令和４年度と比較いたしますと、国語は全国の平均正答率と

の差が縮まっているものの、算数においては全国の平均正統率との

差が広がる結果となりました。一方、中学校では国語、数学、英語

ともに全国の平均正統率を上回りました。また、令和４年度と比較

すると、全国の平均正統率との差をさらに広げるなど、成果が表れ

ているところでございます。正答数の分布や質問紙等の詳細な分析

結果等につきましては、11 月の教育委員会会議においてあらためて

報告をさせていただきます。報告は以上でございます。 

広瀬教育長  これから質疑に入ります。 

  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  これより、会議を秘密会といたします。 

   

 

       （ 以下、非公開 ） 

 

 

広瀬教育長  以上で本日の日程はすべて終わりました。 

  これを持ちまして、令和５年第 19 回帯広市教育委員会会議を閉会

いたします。 


